
  

 

 
平成31年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成30年７月31日

上場会社名 田中精密工業株式会社 上場取引所  東

コード番号 7218 ＵＲＬ  http://www.tanasei.co.jp 

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名）金森 俊幸 

問合せ先責任者 （役職名） 管理部長 （氏名）沖 健司 ＴＥＬ  076-451-7651 

四半期報告書提出予定日 平成30年８月８日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無  

四半期決算説明会開催の有無      ：無  

 

  百万円未満切捨て

１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第１四半期 10,390 △6.0 455 △50.6 518 △45.4 243 △40.5 

30年３月期第１四半期 11,050 12.0 922 26.8 950 46.2 408 144.9 
 
（注）包括利益 31年３月期第１四半期 154 百万円 （△71.0％）   30年３月期第１四半期 533 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第１四半期 24.94 － 

30年３月期第１四半期 41.89 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第１四半期 39,766 22,790 43.0 1,752.07 

30年３月期 39,694 22,908 43.3 1,760.69 
 
（参考）自己資本 31年３月期第１四半期 17,101 百万円   30年３月期 17,185 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
30年３月期 － 5.00 － 7.00 12.00 
31年３月期 －         
31年３月期（予想）   6.00 － 6.00 12.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 19,000 △4.6 300 △72.4 400 △64.3 100 △79.5 10.24 

通期 38,500 0.3 1,600 △15.1 1,700 △14.1 1,100 △16.5 112.69 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

(注)詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の

作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期１Ｑ 9,763,600 株 30年３月期 9,763,600 株 

②  期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 2,853 株 30年３月期 2,853 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 9,760,747 株 30年３月期１Ｑ 9,760,747 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における当社を取り巻く環境は、取引先である自動車業界において、日本ではほぼ横

ばいで推移しており、また海外では米国及び中国において堅調に推移したことにより、世界の自動車販売台数は堅

調に推移いたしました。

 このような環境の中、売上高につきましては、日本における子会社の決算期変更による増収等はありましたもの

の、前期に実施いたしましたタイ子会社の決算期変更及び米国におけるモデルチェンジに伴う売上構成変化による

減収等により、10,390百万円（前年同期比6.0％減）となりました。損益につきましては、日本における増収効果

等はありましたものの、タイ子会社の決算期変更及び米国における減収影響により、営業利益455百万円（前年同

期比50.6％減）、経常利益518百万円（前年同期比45.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益243百万円（前

年同期比40.5％減）となりました。 

 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

① 日本

 売上高につきましては、昨年度より量産開始となりました軽自動車向けロッカーアーム等の増収ならびに自動車

販売子会社の決算期変更による増収等により、5,694百万円（前年同期比40.7％増）となりました。損益につきま

しては、軽自動車向けロッカーアーム等の増収効果及び固定費の圧縮等により、168百万円のセグメント利益（前

年同期比462.4％増）となりました。

② 米国

 売上高につきましては、モデルチェンジに伴う売上構成変化により、2,847百万円（前年同期比22.8％減）とな

りました。損益につきましては、減収影響により、2百万円のセグメント利益（前年同期比99.5％減）となりまし

た。

③ タイ

 売上高につきましては、決算期変更の影響により、1,615百万円（前年同期比48.9％減）となりました。損益に

つきましても同様の理由により206百万円のセグメント利益（前年同期比43.4％減）となりました。

④ インド 

 現在、事業活動を休止しており、売上高はありません（前年同期も売上高はありません）。損益につきまして

は、法人維持費用及びFS活動により、5百万円のセグメント損失（前年同期は9百万円のセグメント損失）となりま

した。 

⑤ ベトナム 

 売上高につきましては、海外向け製品の売上が好調であり、232百万円（前年同期比47.6％増）となりました。

損益につきましては、増収効果及び操業費圧縮施策により、61百万円のセグメント利益（前年同期比530.3％増）

となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、現金及び預金の増加等により、前連結会計年度末に比べ

71百万円増加し、39,766百万円となりました。負債の部では、支払手形及び買掛金の増加等により、189百万円増

加し、16,976百万円となりました。なお、純資産の部では、その他有価証券評価差額金の減少等により、118百万

円減少し、22,790百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 第２四半期累計期間及び通期の業績につきましては、平成30年5月14日に公表いたしました業績予想から変更は

ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,556,145 6,053,735 

受取手形及び売掛金 4,046,727 3,835,651 

商品及び製品 1,717,155 1,851,295 

仕掛品 1,461,760 1,741,550 

原材料及び貯蔵品 2,854,893 2,992,367 

その他 460,903 513,560 

流動資産合計 16,097,587 16,988,161 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,407,522 6,404,715 

機械装置及び運搬具（純額） 9,183,922 8,666,856 

土地 2,466,544 2,463,133 

その他（純額） 657,599 732,312 

有形固定資産合計 18,715,588 18,267,017 

無形固定資産    

その他 211,086 211,788 

無形固定資産合計 211,086 211,788 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,989,454 2,690,394 

その他 1,694,660 1,622,628 

貸倒引当金 △13,800 △13,800 

投資その他の資産合計 4,670,314 4,299,222 

固定資産合計 23,596,990 22,778,028 

資産合計 39,694,577 39,766,189 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,707,611 1,898,998 

電子記録債務 671,773 758,485 

短期借入金 5,930,000 6,045,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,020,300 2,032,861 

未払法人税等 45,595 182,327 

その他 3,795,814 4,066,489 

流動負債合計 14,171,096 14,984,161 

固定負債    

長期借入金 1,181,412 665,904 

退職給付に係る負債 100,701 101,365 

資産除去債務 73,968 74,166 

その他 1,259,243 1,150,541 

固定負債合計 2,615,325 1,991,977 

負債合計 16,786,421 16,976,139 

純資産の部    

株主資本    

資本金 500,190 500,190 

資本剰余金 324,233 324,233 

利益剰余金 13,441,994 13,617,091 

自己株式 △2,666 △2,666 

株主資本合計 14,263,751 14,438,848 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,065,453 850,241 

為替換算調整勘定 1,105,822 1,177,617 

退職給付に係る調整累計額 750,605 634,829 

その他の包括利益累計額合計 2,921,882 2,662,687 

非支配株主持分 5,722,521 5,688,514 

純資産合計 22,908,155 22,790,050 

負債純資産合計 39,694,577 39,766,189 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 11,050,708 10,390,195 

売上原価 8,987,956 8,583,529 

売上総利益 2,062,751 1,806,666 

販売費及び一般管理費 1,140,112 1,350,850 

営業利益 922,639 455,815 

営業外収益    

受取利息 16,500 18,737 

受取配当金 20,328 22,487 

スクラップ収入 21,261 20,618 

その他 15,226 29,530 

営業外収益合計 73,316 91,373 

営業外費用    

支払利息 44,184 24,692 

為替差損 473 1,932 

その他 1,294 1,670 

営業外費用合計 45,952 28,294 

経常利益 950,003 518,894 

特別利益    

固定資産売却益 235 652 

特別利益合計 235 652 

特別損失    

固定資産売却損 1,785 1 

固定資産除却損 2,975 6,749 

特別損失合計 4,760 6,750 

税金等調整前四半期純利益 945,478 512,795 

法人税等 272,460 177,684 

過年度法人税等 54,307 － 

四半期純利益 618,710 335,111 

非支配株主に帰属する四半期純利益 209,831 91,688 

親会社株主に帰属する四半期純利益 408,879 243,422 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 618,710 335,111 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △32,939 △217,686 

為替換算調整勘定 670 155,711 

退職給付に係る調整額 △52,908 △118,327 

その他の包括利益合計 △85,177 △180,301 

四半期包括利益 533,533 154,809 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 302,153 △15,772 

非支配株主に係る四半期包括利益 231,379 170,582 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 四半期連結会計期間に係る法人税等については、当第１四半期連結会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法によっております。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結子会社の決算日の変更）

 従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった、㈱ホンダ自販タナカは同日現在の財務諸表を使用し、連結

決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行っておりましたが、当第１四半期連結会計期間より決算

日を３月31日に変更しております。 

 この決算期変更に伴い、当第１四半期連結損益計算書は、平成30年１月１日から平成30年６月30日までの６カ月

間を連結しており、決算期を変更した㈱ホンダ自販タナカの平成30年１月１日から平成30年３月31日までの売上高

は1,493,835千円、営業利益は64,409千円、経常利益は64,486千円、税引前四半期純利益は64,482千円でありま

す。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  日本 米国 タイ インド ベトナム 合計 調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高                

外部顧客への売上高 4,047,439 3,685,659 3,160,236 － 157,373 11,050,708 － 11,050,708 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
995,575 － 62,814 － 72,777 1,131,166 △1,131,166 － 

計 5,043,014 3,685,659 3,223,050 － 230,150 12,181,875 △1,131,166 11,050,708 

セグメント利益又は 

損失（△） 
30,013 395,754 365,282 △9,214 9,703 791,540 131,099 922,639 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

 主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 791,540

セグメント間取引消去 100,380

棚卸資産の未実現利益の調整額 16,534

有形固定資産の未実現利益の調整額 14,184

四半期連結損益計算書の営業利益 922,639

 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（連結子会社の決算日の変更）

 連結子会社タナカ・プレシジョン（タイランド）カンパニーリミテッドは、平成30年３月期より決算日を12

月31日から３月31日に変更しており、当第１四半期連結累計期間は平成29年１月１日から平成29年６月30日ま

での６カ月間を連結しております。平成29年１月１日から平成29年３月31日までの報告セグメント「タイ」に

おける外部顧客への売上高は1,678,933千円、セグメント利益は154,797千円であります。

 

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  日本 米国 タイ インド ベトナム 合計 調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高                

外部顧客への売上高 5,694,965 2,847,091 1,615,854 － 232,284 10,390,195 － 10,390,195 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
771,998 － 33,252 － 130,199 935,450 △935,450 － 

計 6,466,964 2,847,091 1,649,106 － 362,483 11,325,646 △935,450 10,390,195 

セグメント利益又は 

損失（△） 
168,793 2,139 206,639 △5,696 61,160 433,035 22,779 455,815 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

 主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 433,035

セグメント間取引消去 △8,542

棚卸資産の未実現利益の調整額 24,143

有形固定資産の未実現利益の調整額 7,178

四半期連結損益計算書の営業利益 455,815

 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（連結子会社の決算日の変更）

 連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記に記載のとおり、連結子会社㈱ホンダ自販タナカは、

当第１四半期連結会計期間より決算日を12月31日から３月31日に変更しております。この決算期変更に伴い、

当第１四半期連結累計期間は平成30年１月１日から平成30年６月30日までの６カ月間を連結しており、決算期

を変更した連結子会社の平成30年１月１日から平成30年３月31日までの外部顧客への売上高は1,490,945千

円、セグメント利益は73,526千円であります。

 

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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